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ナラヲヨム Vol. 5

1993年　　　　短期大学を卒業後、設計事務所でアルバイト

1997年　　　　創造社デザイン専門学校　夜間部　インテリアデザイン学科　入学

1998年　　　　照明塾 橋田裕司氏の照明の授業の中で「ヒノキかんなくずのあかり」を製作

1999年　３月　卒業後、照明塾 橋田裕司氏に師事　あかり創りを始める

2000年　12月　茂庵 （京都・吉田山）「野あかり」に企画から参加、お茶室にあかりを展示

2001年　６月　吉野町上市『NEW レトロ上市』で地元商工会青年部と【 akari bar】を作る　

　　　　  ８月　『吉野 山灯りコンテスト展』 内で「吉野桧のあかり展　あかり教室」開催（以降毎年開催）

2004年　３月　個展『夕陽色の檜あかり展』(大阪心斎橋にて)

　　　　 12月　奈良県吉野に工房兼常設ギャラリー「あかり工房 吉野」をオープン

2006年　４月　NHK教育テレビ 「おしゃれ工房」出演

　　　　　　　 その他グループ展にも多数参加。店舗・住宅用のオーダー照明製作多数。

 

ラ
イ
ト
テ
ラ
ピ
ー
の
聖
地
ー
吉
野 

　
　

吉
野
に
は
、人
を
魅
了
し
、

　
　
　
　

心
を
癒
す
色
と
素
材
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す 

吉野檜あかり作家　坂本尚世 Sakamoto  Hisayo

WAKAI  NARA  NO.5

■Ｐｈｏｔｏ：尾崎充康／「輝く紅葉」

●吉野檜・杉、吉野手すき和紙
　を使った「あかり」製作

●吉野檜（杉）光壁製作

●吉野の素材を使った「あかり
　作り教室」の開催

主な

活動内容

■Ｐｈｏｔｏ：Ｃｈｉｅ　Ｋａｔａｏｋａ

1300年の伝統をもつ奈良。

長い歴史に新たなページを創る

若い力があります。

新しい風の“今”をお伝えします。

若い奈良

吉野檜あかり作家　坂本尚世

特集 ふれる奈良
飛鳥池遺跡

能楽

秋篠窯

図書情報館トピックス

県立図書情報館　開館１周年

図書情報館がよむ

「正倉院と森　外」

河　ワールド

殯の森を訪ねて　第三章

NARA発信倶楽部

企業人に聞く　

奈良豊澤酒造株式会社　専務取締役　豊澤孝彦氏

編集後記　
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　短大を卒業した後、インテリアデザインを勉強するた

めに専門学校に通ったのですが、照明デザインを勉強す

るうち、「ライトテラピー」ということばに出会いまし

た。「ライトテラピー」とは、‘あかり’で安らぎの時

間を過ごすということです。人の心を和ませるあかりと

は、夕日のような、オレンジ色の暗めのあかりです。そ

んな夕日色に魅せられたのが始まりでした。

　日本では、照明への意識がそれほど高くありません。

少し考えていただければ分かると思うのですが、私たち

は眠る直前まで昼間の様な明るい蛍光灯の下で過ごして

いることがあります。くつろぎの場でもあるリビングで

も、蛍光灯がこうこうとついていることが珍しくありま

せん。明るさに慣れ、暗さに不慣れになってしまってい

るのです。しかし、人間は古来より日の出から日没まで、

さまざまな光の変化とともに生活してきたのですから、

本来そのような光の変化に深く関係した「生体リズム」

をもっています。ですから、自然の光のリズムに逆らい、

眠る前まで明るい光の中で過ごしていると知らないうち

にストレスになり、脳がリラックス出来なかったりする

と言われています。眠る前やリラックスしたい時には、

夕日の様な暗めのオレンジ色の光で過ごすと、ストレス

を和らげ、リラックスして一日を過ごすことができるの

ではないかと思います。それが、夕日色というかやや暗

めのオレンジ色のあかりなのです。

　そんなあかりのことを考えているとき、地元吉野の素

材にたどり着きました。檜を透過した光の色や質が「ラ

イトテラピー」に適していることに気づいたのです。そ

れは同時に、都会に憧れていた自分に改めてふるさとに、

ここにしかない自然や歴史があることに思いを馳せるこ

とにもなりました。色も素材ももっとも身近なところに

あった、ということでしょうか。私にとっては、吉野は

普通のイナカに見えていたのですが、離れて見て、そこ

にある歴史的なロマンや自然のすばらしさ、外から見た

イメージの良さに気づいたのです。　

　吉野檜をつかったあかりで「ライトテラピー」という

ことだけではなく、吉野の木の良さもＰＲしたいのです。

このあかりを通して、吉野の素材（杉、檜、和紙）の良

さを再認識して頂ければと思っています。２年前に作っ

たギャラリーも訪れた方に実際に吉野材の空間を体験し

て頂ける様にと、吉野の檜・杉をふんだんに使いました。

木の感触や自然な香りが心地よく、癒されると大変喜ん

で頂いています。また、これまで育てた「檜を薄くして

ランダムに貼り合わせる」という独自の技法を、今度は

WAKAI  NARA  

Sakamoto  Hisayo

ライトテラピーに魅せられて

自然のリズムに逆らわない

こたえはふるさと吉野にあった

吉野ブランドとして

自然に感謝しながら

EVENT

インテリアの素材として転用し、壁一面を光らせる“光

壁”の製作にも取り組んでいます。ランダムに貼り合わ

せた薄板に後ろから照明を灯すことで、さまざまな色の

変化を生み出すことができます。新しい吉野ブランド製

品として広めたいと思っています。また、皆さんの手で

実際に吉野の素材の良さに触れて欲しい、リラックスで

きる‘あかり’がある生活を送って欲しいという想いか

ら、あかり作り教室を開催しています。

　吉野の檜や杉などの素材を使いながら、木のよさをア

ピールしたいと考えていますが、一方で山林のサイクル

が壊れつつあることに、危機感をもっています。山は木

を育てるだけではなく、水（命の水）をも育てています。

自然の恵や、それを育んできた歴史に感謝する、そんな

ことも視野に入れた活動をしていきたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（談）

吉野郡大淀町北野13-12
TEL&FAX　0746-32-5282
http://www.akari-yoshino.com/

あかり工房  吉野

↑

12月3日（日）
奈良まちおこし「結び会」であかり作り教室開催

■場所：桜井市 大神神社駐車場 「結び会」会場

※詳しくは…

　結び会事務局（2010年塾）　0742-24-7770

　または「あかり工房 吉野」ホームページをご覧下さい。　
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3 2

　るつぼにガラスの原料をいれ炉
で溶かします。

１

１

　　ふいごから空気を送り、炭を
燃やして炉内の温度を800～900
度に上げていきます。

２３　　ガラスがやわらかいうちに合
わせ、炉の上で熱しながら引っ張
り、長く伸ばすと管ガラスの完成。

５６

　溶けたガラスを２本の金属棒に
巻き取ります。
４

　

９

鋳型から取り出し、水洗いをして
完成。

　　　1cmくらいにカットした管
ガラスを鋳型にセットし、再度加
熱します。ガラスが溶けてくると
角が丸くなります。

７８

2

3

４

５

６

７

８

９

1ガラスづくり管ガラスづくりガラス玉づくり 工 程工 程工 程

インストラクターのみなさん

その昔、大和の地に生まれた技術

豊かな風土に育まれた芸術

有形無形の技に想いを馳せて・・・・

古代ガラス製作体験

毎月第ニ土曜、第四日曜に明日香民俗資料館内眞神荘で開催
しています。（都合により日程が変更になる場合があります。）
TEL 0744-54-2362
http://asukakyo.jp/

▲鋳型

▲るつぼ

▲炉：空気を送る「羽口」
　　　「ふいご」を備えて
　　　いる。

▲

1
3
0
0
年
前
の
工
房
跡
と
さ
れ
る
こ
の
遺
跡
か
ら
は
富
本
銭
や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
ガ
ラ
ス
玉
を
古
代
の
技
法
で
今
に
再
現
で
き
る

「
古
代
ガ
ラ
ス
製
作
体
験
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

飛鳥池遺跡から出土したるつぼ、ガラス玉　写真提供：奈良文化財研究所

こ
れ
ら
を
使
っ
て
主
に
3
つ
の
工
程
に
よ
り
ガ
ラ
ス
玉
を
作
り
ま
す
。

復元された道具

ガラスの原料

古
代
に
ふ
れ
る　

～
飛
鳥
池
遺
跡
～

Special EDTION

▲

まがみそう

▲古代と同じガラス成分
　主成分はケイ素

はぐち

0405 Nara Wo YomuNara Wo Yomu



金春　穂高

現職：能楽師（金春流シテ方）、重要無形文化財保持者、日本能楽会会員、

　　　（社）金春円満井会理事、（社）能楽協会大阪支部常議員、奈良大学講

　　　師、西御門金春会・名古屋金栄会主宰

経歴：金春晃實氏の長男として昭和40年奈良に生まれる。４歳から祖父の

　　　77世宗家栄治郎と父につき稽古を始め５歳で初舞台。神戸大学教育

　　　学部卒。

能
の
ル
ー
ツ 

―　

大
和
猿
楽

室
町
前
期
に
、
田
楽
や
猿
楽
の

諸
座
が
芸
を
競
う
中
で
、
奈
良
・

興
福
寺
が
支
配
す
る
「
大
和
猿

楽
」
の
四
座
が
、
の
ち
の
「
大

和
四
座
」（
現
在
の
金
春
流
・
観

世
流
・
金
剛
流
・
宝
生
流
）
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
五
月
に
「
興
福
寺
薪
御
能
」

が
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
古
く
は
、「
薪
神
事
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
千
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
日
大
社
若
宮
の
祭
礼
・

お
ん
祭
り
で
は
、
原
初
の
猿
楽

が
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
に
は
何

カ
所
か
、
発
祥
の
地
の
記
念
碑

も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
舞
・
謡
と
と
も
に

能
舞
台
、
能
面
、
能
装
束
そ
し

て
笛
・
鼓
・
太
鼓
の
囃
子
な
ど
、

能
楽
を
構
成
す
る
装
置
や
道
具

に
も
目
を
向
け
て
み
る
と
、
ま

た
違
っ
た
面
白
さ
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

能
楽
に
は
、
翁
、
石
橋
、
道
成

寺
、
清
経
、
三
輪
、
葛
城
、
箙
、

葵
の
上
、
老
松
、
高
砂
、
砧
、

安
宅
…
2
5
0
番
も
の
演
目
が

あ
り
ま
す
。
深
ま
る
秋
の
ひ
と

と
き
、
能
楽
鑑
賞
に
興
じ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

能
楽
発
祥
の
地
「
奈
良
」
。

室
町
時
代
、
観
阿
弥
・
世
阿
弥
の
父
子
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
、

江
戸
時
代
に
様
式
が
完
成
さ
れ
た
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
神
代
の
時
代
に
ま
で
。

日
本
古
来
の
芸
能
に
ふ
れ
る　

～
能
楽
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Special EDTION

日
本
古
来
の
芸
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
き
ぎ
お
ん
の
う

え
び
ら

こんぱる　    ほだか 

▲「鳥亀」 ▲「巴」 ▲「舎利」

興福寺南円堂裏に
ある発祥地記念碑

▲

0607 Nara Wo YomuNara Wo Yomu



今西方哉氏

昭和22年　陶芸家今西洋の三男とし

　　　　　 て生まれる。 

昭和49年　京都市立芸術大学専攻科

　　　　　（現大学院）卒業。 

　　 　　　人間国宝近藤悠三氏の弟

　　　　　 子として磁器染付を学ぶ。 

昭和59年　「焼き物をつくろう」（文

                研出版）を出版。 

平成  3年　文化庁在外芸術家研修員

　　　　　として米国で研究・制作。 

平成  5年　米国ペンシルベニア州立

　　　　　 大学で准教授として教鞭

　　　　　 を執る。 

平成6・7年　米国アーチブレイ財団に

　　　　　 て夏期研修。 

平成  9年　滋賀県立陶芸の森創作研

　　　　　 修館で招聘講師として制

　　　　　 作。 

平成11年　米国イリノイ州立南イリ

　　　　　ノイ大学美術館にて個展。 

平成16年　米国モンタナ州都へレナ・

　　　　　 ホルター美術館にて個展。

■日本工芸会正会員。

〒631-0811　奈良市秋篠町651-2

古
代
よ
り
秋
篠
の
付
近
は
す
ぐ
れ
た
陶
土
と
良
水
に
恵
ま
れ
た

土
地
柄
だ
っ
た
よ
う
で
、
秋
篠
氏
が
有
力
な
土
師
部
と
し
て
栄
え
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

土
に
ふ
れ
る　

～
秋
篠
窯
～

Special EDTION

は 

じ 

べ

細
い
道
が
続
く
住
宅
地
に
建
つ
秋
篠
寺
の
南
門
か
ら
西
に
少
し
歩
く
と
、
赤
レ
ン
ガ

で
造
ら
れ
た
３
本
の
煙
突
が
見
え
る
。
今
西
方
哉
氏
の
「
秋
篠
窯
」
で
あ
る
。

展
示
室
に
は
、
今
西
洋
氏
が
見
極
め
た
秋
篠
土
に
方
哉
氏
が
独
自
に
考
案
し
た
「
翠

篁
釉
」
を
施
し
た
秋
篠
焼
と
、
方
哉
氏
の
磁
土
に
よ
る
染
付
磁
器
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
大
皿
に
描
か
れ
た
大
樹
（
命
の
樹
）
は
力
に
あ
ふ
れ
、
方
哉
氏
の
創
作
テ
ー
マ

「
大
自
然
」
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
に
し
ま
さ
や

す
い

た
い
じ
ゅ

じ 

ど

い
の
ち

き

こ
う
ゆ
う
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奈良豊澤酒造株式会社
　　　　　専務取締役
　　　　　　　　　  豊澤孝彦氏

む
ろ

大
　
　

手
酒
造
会
社
へ
酒
を
卸
す
こ
と
?
桶
売
り
?
が
普

　
　

通
だ

た
時
代
か
ら

私
ど
も
は

自
社
ブ
ラ
ン
ド

に
こ
だ
わ

て
ま
い
り
ま
し
た

40
年
前
に

す
べ
て
自

社
ブ
ラ
ン
ド
生
産
に
切
り
替
え
た
の
も
そ
の
た
め
で
す

ま
た

三
段
仕
込
み
と
い
わ
れ
る
昔
な
が
ら
の
方
法
に

よ
り

手
作
り
に
徹
し
た
酒
造
り
を
行

て
き
ま
し
た

今
日

奈
良
豊
澤
酒
造
で
生
産
す
る
酒
の
８
割
が

純
米

酒
以
上
の
?
特
定
名
称
酒
?
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
も

そ
の
証
と
い
え
ま
す

　

今
年
春
に
は

新
し
い
蔵
が
完
成
し
ま
し
た

こ
れ
は

機
械
化
の
た
め
で
は
な
く

手
作
り
の
酒
造
り
を
守
る

た
め
に

必
要
な
省
力
化
を
進
め
た
結
果
で
し
た

で
す

か
ら

お
酒
の
味
の
良
し
悪
し
を
決
め
る
麹
作
り
の
た

め
の
室
に
は

３
年
以
上
乾
燥
さ
せ
た
節
の
な
い
秋
田

杉
を
使
い

一
貫
し
て
人
の
手
に
よ
る
麹
造
り
に
こ
だ

わ
り
ま
し
た

ま
た

日
本
酒
独
特
の
香
り
を
決
め
る
の

は

酵
母
で
す
が

奈
良
豊
澤
酒
造
で
は

純
米
酒
以
上

の
特
定
名
称
酒
の
一
部
は

蔵
内
か
ら
分
離
さ
れ
た
酵

母
に
よ

て
造
ら
れ
て
い
ま
す

　

一
方
で

酒
蔵
か
ら
直
送
の
メ
リ

ト
を
活
か
し

良

質
な
お
酒
を
新
鮮
な
ま
ま
し
か
も
リ

ズ
ナ
ブ
ル
に
ご

提
供
す
る
立
ち
呑
み
処 

?
蔵

元
豊
祝
?
を
平
成
16
年
６
月

近
鉄
奈
良
駅
構
内
に
オ

プ

ン
し
ま
し
た

奈
良
観
光
の

窓
口
で

皆
様
に
私
ど
も
の

お
酒
を
知

て
も
ら
う
だ
け

で
は
な
く

地
元
の
方
々
に

も
知

て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
想
い
が
あ
り
ま
す

ま
た

こ
れ
ま
で
の
立
ち
呑
み
処
に

は
な
い
シ

ク
な
佇
ま
い
で

女
性
に
も
気
軽
に
ご
入
店

い
た
だ
い
て
い
ま
す

良
い
も
の
を
守
り
つ
つ

新
し
い

ニ

ズ
に
も
応
え
て
い
こ
う
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
試
み
で

も
あ
り
ま
す

　

こ
の
よ
う
な

手
作
り
へ
の
こ
だ

わ
り
や
新
た
な
試
み
は

奈
良
へ
の

想
い
に
も
通
じ
て
い
ま
す

奈
良
の

魅
力
は

心
癒
さ
れ
る
懐
か
し
さ
と

神
聖
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
凛
と
し
た

雰
囲
気
が
同
居
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す

私
自
身
は

奈
良

市
西
部
の
住
宅
地
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
が

奈
良
の
地
元
で
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で

内
か
ら
の
目

外
か
ら
の

目
で
こ
の
奈
良
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

て
い
ま
す

わ
れ
わ
れ
奈

良
の
人
間
が

奈
良
の
良
さ
を
ど
こ
ま
で
Ｐ
Ｒ
で
き
て

い
る
か

ま
た

地
元
の
人
間
こ
そ
奈
良
フ

ン
に
な

て

さ
ら
な
る
良
さ
の
掘
り
起
こ
し
と
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　

酒
造
り
を
通
じ
て

伝
統
の
良
さ
を
よ
り
深
く
知
り

よ
り
多
く
の
皆
様
方
に
知

て
い
た
だ
く
と
と
も
に

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
新
た
な
試
み
に
も
挑
戦
す
る
よ

う
な
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
?
談
?
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